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イースト・トーキョー略年表  
（今回の特集にまつわる主な出来事。編集部作成）  
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檜前浜成（ひのくまのはまなり）、竹成（たけなり）兄弟が
土師中知（はじのなかとも）と浅草観音を祀る
太田道灌が江戸城を築く。のち北条氏の支城に
徳川家康が江戸入府し、小名木川を開削する
深川八郎右衛門らが深川を開拓
徳川家康が江戸に幕府を開く
葺屋町（日本橋人形町）に傾城町創設（吉原遊郭）
幕府が浅草に米蔵をつくる
長盛法師が深川永代島に富岡八幡宮を祀る
中村勘三郎が江戸猿若座（のちの中村座）を創設
明暦の大火で江戸市中の大半が焼失
吉原遊郭が浅草千束に移転し新吉原ができる
隅田川に両国橋が架けられる（時期は諸説ある）
北十間川、竪川、横十間川、大横川が
開削される
小名木川の船番所が中川口へ移転
松尾芭蕉が深川に移り住む
佐賀町の町場化が進み「蔵のまち」となる
赤穂浪士が本所の吉良屋敷を襲い
上野介義央を討つ
浅草蔵前の「札差」が109人に定められる
隅田川の水神祭で花火が上がる
幕府の材木蔵が本所横網から猿江に移る
葛飾北斎が本所（墨田区亀沢付近）で生まれる
富岡八幡宮祭礼の群衆により永代橋が落橋する
日本橋から浅草猿若町に中村座と市村座が移転
岡場所取り締まりで深川花街も取り払われる
浅草花やしきが植物園として開園
大政奉還により江戸幕府崩壊
明治維新。江戸を東京と改称
芸娼妓解放令が発令される
工部省深川工場で日本初のセメント製造開始
佐賀町に深川正米市場が開かれる
浅草六区に日本初の常設映画館（電気館）が設立
浅草の常盤座で大衆オペラが上演される
関東大震災が起こる
浅草の常盤座で古川ロッパらが「笑いの王国」
旗上げ
終戦
浅草復興祭で戦災者慰霊の灯篭流しを実施
東京都の35区が整理統合。
台東区（下谷区＋浅草区）、墨田区（向島区＋本所区）、
江東区（深川区＋城東区）が誕生する


